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同意 第２号 同意 第３号

山村　俊澄 氏
（高森　下町）

任期　令和3年5月12日〜令和6年5月11日

甲斐　末久 氏
（津留２　永野）

任期　令和3年5月12日〜令和4年3月22日

令和３年　第２回６月定例会

人事案件
高森町固定資産評価審査委員会委員２名が選任されました。

（令和３年６月10日開会）

予算総額 54億6,362万5千円
413万7千円を追加

一般会計補正予算専決（第３号）

※新型コロナウイルス対策費として営業時間短縮要請協力金負担金

議会人事報告

新 議 長
佐伯　金也 氏

令和３年第４回臨時会にお
いて後藤三治議長が辞職さ
れたことに伴い、７月14日付
けで佐伯金也氏が議長に就
任しました。
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有害鳥獣駆除助成金

子育て世帯生活支援特別給付金

　高森町緊急捕獲等計画により、有害獣の駆除を

推進し、農作物及び樹木への被害軽減対策を実施

する。

　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対しその

実情を踏まえた生活の支援を行う観点から、食費などによる支出増加の影響を勘案し、子育

て世帯生活支援特別給付金を支給する。

【支給対象者及び支給額】
◦ひとり親世帯以外の住民税非課税の

子育て世帯

　児童１人あたり一律５万円

住民税非課税世帯とは
　生計を同じくしている世帯人員のす

べてが住民税非課税である世帯

住民税における非課税対象者の条件

　①生活保護受給者

　②前年の合計所得額が135万円以下

の未成年や障がい者、寡婦、寡夫

　③前年の合計所得額が、条例で定め

られた額面以下の方

事業費 補助額 一般財源

2,994万円 実績に応じて決定 実績に応じて決定

事業費 補助額 一般財源

535万円 535万円 0円

国・県補助活用事業
予算総額 55億7,352万7千円

1億990万2千円を追加
一般会計補正予算（第４号）

国 県 町 合　計

シ　　カ 7,000 円 1,000 円 4,000 円 12,000 円

イノシシ 
（成獣） 7,000 円 5,000 円 12,000 円

イノシシ 
（幼獣） 1,000 円 11,000 円 12,000 円

サ　　ル 11,000 円 19,000 円 30,000 円
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大戸ノ口・本河原線道路舗装整備工事

その他事業

町営学生寮整備事業改修設計

　町内にある「旧高森高校学生寮」の土地及び建

物購入が完了したため、町が運営する学生寮を新

たに整備するための改修設計業務を実施する。

　これにより

①新たな時代に求められる人材育成

②町外、県外からの生徒受け入れの環境構築

③空き家等の再生利活用が期待出来る。

事業費 ふるさと応援寄付金 町負担

1,646万円 1,646万円 0円

ふるさと納税活用事業

　大戸ノ口・本河原線の未改良区間（延長約

1.8km）は、大型車両等の交通により舗装が劣化

している状態であり、舗装修繕が必要な状況であ

る。この状況を踏まえ今回は、※オーバーレイのみ

で実施する。

※オーバーレイとは

　既存の舗装の上に新たな舗装を被せること

事業費 辺地債 一般財源

4,800万円 4,800万円 0円

現地調査

委員長説明 道路現況
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質
［
佐
伯
金
也
議
員
］

時
短
営
業
協
力
金
の
算
定
基
準
と

な
る
売
上
は
い
つ
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
［
政
策
推
進
課
長
］

前
年
又
は
前
々
年
の
確
定
申
告
書

の
控
え
等
に
記
載
さ
れ
た
時
短
要
請
月
の

売
上
高
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
１
日
あ

た
り
の
給
付
額
は
１
日
の
売
上
平
均
が

８
３
，０
０
０
円
以
下
の
事
業
所
は
２
５
，

０
０
０
円
で
そ
れ
以
上
に
つ
い
て
は
売
上

額
に
応
じ
て
１
日
の
売
上
の
３
割
が
給
付

額
と
な
る
（
上
限
７
５
，０
０
０
円
）。

質
［
後
藤
巌
議
員
］

学
生
寮
の
入
居
要
件
に
つ
い
て
、

中
学
生
か
？
高
校
生
か
？
ま
た
、
コ
ア
ミ

ッ
ク
ス
な
ど
の
社
会
人
も
対
象
な
の
か
？

答
［
町
長
］

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
て
こ
れ
か
ら
詳
細
は
詰
め
て
い
く
。
コ

ア
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
の
社
会
人
を
対
象
に
す

る
か
否
か
は
す
み
分
け
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

小
学
校
・
中
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
高
森

高
校
に
入
学
で
き
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
、

行
政
が
主
導
的
な
立
場
で
推
し
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
事
業
は
ふ
る

さ
と
応
援
寄
付
金
を
財
源
と
し
た
い
。

質
［
立
山
広
滋
議
員
］

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
状
況
は
。

答
［
住
民
福
祉
課
長
］

５
月
24
日
か
ら
特
設
会
場
で
の
集

団
接
種
を
行
っ
て
お
り
、
６
月
10
日
現
在

約
６
０
０
名
が
１
回
目
の
接
種
を
終
え
て

い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
等
施
設
の
入
所
者

及
び
従
事
者
に
つ
い
て
は
約
４
５
０
名
が

接
種
を
完
了
。

質
［
後
藤
巌
議
員
］

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
が
歳
入
で

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
。
何
に
対
し
て
寄

付
が
あ
っ
た
の
か
を
教
え
て
欲
し
い
。

答
［
総
務
課
長
補
佐
］

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
２
件
立
上
げ
寄

付
を
募
集
し
て
お
り
、
南
鉄
の
創
造
的
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
高
森
駅
周
辺
再
開
発
、

Ｊ
Ｒ
へ
の
接
続
強
化
に
つ
い
て
寄
付
が
あ

っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
高
森
町
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
寄
付
が

２
件
20
万
円
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
返
礼
品

つ
い
て
は
、
記
念
レ
ー
ル
や
ト
ロ
ッ
コ
列

車
に
乗
車
し
て
応
援
し
て
も
ら
う
よ
う
な

取
組
み
を
働
き
か
け
て
い
る
。
４
月
か
ら

募
集
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
取
組
み
を
強
化

し
て
い
る
。
ま
だ
６
月
な
の
で
、
企
業
の

決
算
時
期
に
合
わ
せ
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
仕
掛
け
た
い
。

令
和
３
年
６
月
定
例
会  

主
な
質
疑
応
答

令
和
３
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
36
号

令
和
３
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算
専
決
に
つ
い
て

承
認
第
９
号

町営学生寮予定地

集団接種特設会場

トロッコ列車
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一般質問

質･問

山
林
の
伐
採
の
際
、
山

腹
に
ジ
グ
ザ
グ
に
作
ら

れ
た
伐
出
作
業
路
が
、山
腹
崩
壊

を
誘
発
す
る
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
伐
採
届
の
提
出
時
に
、

集
落
や
公
道
・
河
川
の
箇
所
で
作

ら
れ
た
作
業
路
に
よ
り
発
生
し

た
土
砂
や
林
地
残
材
が
流
出
し
、

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

箇
所
に
つ
い
て
は
、
伐
採
者
に
対

し
て
災
害
防
止
の
た
め
の
措
置

や
指
導
助
言
等
が
行
わ
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

農林政
策課長

伐
採
届
の
際
に
、
災
害

防
止
の
た
め
の
指
導
助

言
を
行
う
こ
と
の
規
定
は
な
い
が
、

山
林
伐
採
の
立
地
次
第
で
は
危

険
度
が
増
す
可
能
性
も
あ
る
の

で
、
口
頭
で
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
。

質･問

不
在
森
林
所
有
者
の
経

営
放
棄
や
、
所
有
山
林

を
管
理
経
営
す
る
意
欲
が
減
退

し
て
い
る
所
有
者
の
山
林
対
策

と
し
て
森
林
経
営
管
理
制
度
が

あ
る
が
、
制
度
の
概
要
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

農林政
策課長

維
持
管
理
が
困
難
な
森

林
に
つ
い
て
、
意
欲
あ

る
林
業
経
営
者
に
施
業
・
経
営
委

託
を
行
い
、
森
林
の
施
業
の
集
約

化
と
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
る

制
度
で
あ
る
。
高
森
町
森
林
集

約
化
協
議
会
で
意
向
調
査
な
ど

を
行
い
整
備
し
て
い
く
。

質･問

鹿
の
食
害
や
剥
皮
被
害

が
拡
大
し
て
い
る
が
、

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

農林政
策課長

コ
ス
ト
面
か
ら
も
鹿
ネ

ッ
ト
が
適
当
と
考
え
ら

れ
普
及
に
努
め
る
。
同
時
に
有

害
獣
対
策
に
も
取
り
組
む
。

質･問

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
指

定
さ
れ
て
い
る
地
域
周

辺
で
災
害
の
危
険
性
が
あ
る
放

置
山
林
等
が
あ
れ
ば
、
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、効
果
的
な

山
林
整
備
の
財
源
に「
森
林
環
境

譲
与
税
」
や
「
熊
本
県
水
と
緑
の

森
づ
く
り
税
」の
活
用
は
出
来
な

い
の
か
。

農林政
策課長

森
林
の
公
益
性
の
発
揮

が
税
の
目
的
で
あ
り
、

活
用
で
き
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

森
林
経
営
管
理
制
度
を
活
用
し

た
取
り
組
み
で
あ
れ
ば
可
能
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

質･問

高
森
町
公
共
施
設
あ

り
方
検
討
協
議
会
の

前
回
実
施
し
た
協
議
内
容
と

今
後
の
開
催
予
定
は
。

生活環
境課長

こ
の
協
議
会
は
平
成

28
年
７
月
に
設
置
さ

れ
、
平
成
28
年
度
に
４
回
、

平
成
29
年
度
に
４
回
開
催
し

公
共
施
設
全
般
を
協
議
。
主

に
高
森
温
泉
館
の
入
浴
施
設

の
あ
り
方
、奥
阿
蘇
物
産
館
・

特
産
品
加
工
場
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
た
。
平
成
30
年

度
か
ら
令
和
２
年
度
は
開
催

し
て
お
ら
ず
、
本
年
度
中
に

高
森
町
公
共
施
設
等
管
理
総

合
計
画
の
見
直
し
を
行
う
に

あ
た
り
、
２
回
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

質･問

公
共
施
設
の
う
ち
、

町
民
体
育
館
の
こ
れ

ま
で
の
い
き
さ
つ
・
利
用
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教育委員会
事務局長

竣
工
は
平
成
９
年
、

今
年
で
24
年
目
に
な

る
。
総
工
費
は
約

10
億
円
。
利
用
者
は
最
近
10

年
の
平
均
で
約
１
万
１
千
人
。

収
入
は
平
成
23
年
度
は

２
０
０
万
円
を
超
え
て
い
た

が
年
々
減
少
し
、
平
成
27
年

度
よ
り
年
間
１
０
０
万
円
を

切
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

質･問

町
民
体
育
館
の
今
後

の
利
活
用
は
。

町･長

前
提
と
し
て
、
維
持

管
理
の
負
担
が
重
荷

に
な
る
よ
う
な
施
設
を
外
部

企
業
な
ど
の
民
間
が
必
要
と

す
る
の
か
、
需
要
が
あ
る
の

か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

高
森
温
泉
館
に
つ
い
て
、
協

議
会
で
最
終
的
に
町
長
の
政

治
判
断
に
任
せ
る
と
答
申
が

あ
り
、
明
確
に
答
え
を
出
し

た
が
、
そ
の
時
の
判
断
を
ひ

っ
く
り
返
す
よ
う
な
事
態
も

発
生
し
た
。
今
後
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
議
会
で
も
十
分

協
議
を
し
、
町
民
の
方
々
の

意
見
や
要
望
も
取
り
込
み
、

総
意
と
し
て
判
断
を
し
て
答

え
を
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

４
人
の
熱
弁

芹
口･

誓
彰･

議
員

後
藤･

巌･

議
員

公共施設のあり方検討協議会の開催をする

森林経営管理制度の取り組みは

今後の公共施設のあり方

森林整備について

議会や住民の総意として答えを出して欲しい町　長

森林集約化協議会で整備していく農林政
策課長
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町政を問う

質･問

町
長
政
策
集
の
掲
載

施
策
と
そ
の
実
施
状

況
や
達
成
状
況
は
。

副町長

１
３
７
の
政
策
で
、
１

８
６
の
事
業
に
取
り
組

む
。
政
策
集
は
６
つ
の
挑
戦
項

目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

挑
戦
１　

観
光
立
町
を
実
現
す

る
た
め
の
町
づ
く
り
。
南
鉄
高

森
駅
周
辺
再
開
発
事
業
を
進
め
、

今
年
度
か
ら
工
事
を
着
工
す
る
。

令
和
５
年
夏
に
予
定
し
て
い
る

全
線
再
開
後
を
見
据
え
た
町
づ

く
り
が
目
に
見
え
る
形
で
始
ま
る
。

挑
戦
２　

町
の
情
報
化
を
基
盤

と
す
る
町
づ
く
り
。
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
が
完
了
。

継
続
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
情
報

の
共
有
・
共
感
に
対
す
る
取
組
み

を
、
教
育
に
特
化
し
た
サ
ブ
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
開
設
。
番
組
内
容
の

充
実
化
も
併
せ
て
実
施
す
る
。

挑
戦
３　

行
財
政
改
革
を
実
現

す
る
町
づ
く
り
。
令
和
２
年
度

は
町
長
の
陣
頭
指
揮
と
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
取
り
組
み
が
特
に
強
化

さ
れ
、
寄
付
実
績
が
８
・
５
億
円

を
達
成
。
町
財
政
運
営
の
負
担

軽
減
と
き
め
細
や
か
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
効
果
を
上
げ
た
。

挑
戦
４　

地
域
産
業
が
元
気
な

町
づ
く
り
。
㈱
コ
ア
ミ
ッ
ク
ス

と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
新
産
業

や
人
流
を
地
域
へ
創
出
す
る
取

組
み
が
始
ま
る
。
０
９
６
Ｋ
熊

本
歌
劇
団
の
活
動
拠
点
化
や
、
テ

レ
ワ
ー
ク
施
設
計
画
な
ど
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
展
開
が
期
待

さ
れ
る
。

挑
戦
５　

誇
り
と
夢
と
元
気
を

生
み
出
す
教
育
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
。
全
国
に
先
駆
け
た
教
育
・

学
習
体
制
を
構
築
。

挑
戦
６　

健
康
い
き
い
き
＆
子

育
て
楽
し
い
町
づ
く
り
。
町
内

の
22
箇
所
の
公
民
館
を
介
護
予

防
拠
点
施
設
と
し
て
改
修
を
進

め
、
地
域
挙
げ
て
健
康
づ
く
り
の

環
境
を
整
備
。

　

国
の
デ
ジ
タ
ル
庁
新
設
の
動

き
の
中
、
行
政
の
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ

ル
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
化
移
行

を
見
据
え
、
本
町
に
お
け
る
取
組

強
化
へ
の
対
策
を
課
題
と
し
て

把
握
す
る
。

質･問

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
が
担
う
役
割
と
上

限
の
設
定
金
額
は
。

政策推
進課長

本
町
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

が
出
来
る
と
と
も
に
、

地
方
の
事
業
者
が
返
礼
品
を

通
じ
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

能
力
を
磨
く
な
ど
商
品
力
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
上

限
の
設
定
金
額
に
つ
い
て
は
、

寄
付
金
額
に
対
し
て
３
割
以

内
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

質･問

『
高
森
版
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
』（
仮
称
）

を
導
入
し
、返
礼
品
の
多
種
・

高
価
値
化
に
よ
る
寄
付
額
の

上
積
み
、
農
家
の
所
得
向
上

へ
と
繋
が
る
仕
組
み
を
構
築

し
て
は
。

農林政
策課長

農
産
物
の
付
加
価
値

を
つ
け
る
案
に
つ
い

て
は
、
総
論
部
分
で
は
実
効

性
の
あ
る
良
い
意
見
だ
と
思

う
。
農
産
物
出
荷
の
選
択
肢

や
稼
ぐ
力
を
増
す
こ
と
の
視

点
か
ら
、
※【
Gギ
ャ
ッ
プ

A
P
認
証
】

を
取
得
す
る
ほ
う
が
よ
り
現

実
的
だ
と
考
え
る
。
付
加
価

値
を
つ
け
る
た
め
、
町
の
予

算
を
注
ぎ
込
ん
で
も
十
分
に

取
り
組
む
価
値
が
あ
る
制
度

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
に
は
事
業
者

登
録
が
必
要
と
な
る
た
め
、

農
業
者
の
方
々
に
も
実
践
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町長

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

は
自
治
体
が
稼
ぐ
ツ

ー
ル
で
あ
り
、
町
の
余
力
あ

る
財
政
に
寄
与
し
て
い
る
。

返
礼
品
は
安
価
で
日
常
的
に

飲
食
・
使
用
す
る
物
が
人
気

で
、
納
税
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
返
礼
品
を
選
択
す
る
。

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
や

る
べ
き
だ
が
、
商
品
開
発
や

販
売
戦
略
な
ど
を
担
う
地
域

商
社
を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

※
G
A
P
認
証
と
は

農
業
に
お
い
て
食
品
安
全
、

環
境
保
全
、
労
働
安
全
等
の

持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た

め
の
生
産
工
程
管
理
の
取
り

組
み
。
認
証
さ
れ
る
と
国
内

外
を
問
わ
ず
大
手
取
引
先
等

と
の
販
路
拡
大
が
見
込
ま
れ
、

所
得
向
上
や
安
定
し
た
農
業

経
営
に
繋
が
る
。

４
人
の
熱
弁

津
留･

智
幸･

議
員

高価値化した農産物を返礼品に採用しては

施策総数と実施状況・達成状況

ふるさと納税返礼品

町長政策集の進捗状況

納税者のニーズに応える返礼品を選択する町　長

137の政策で186の事業に取り組んでいる副町長

立
山･
広
滋･

議
員
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☆
閉
会
中
の
継
続
調
査

　

５
月
28
日
、
総
務
文
教
常
任
委
員
４

名
で
高
森
東
学
園
義
務
教
育
学
校
の

視
察
を
行
っ
た
。

　

教
育
長
・
学
校
か
ら
概
要
説
明
、
授

業
風
景
の
視
察
後
に
、
教
職
員
の
先
生

と
教
育
委
員
会
事
務
局
を
交
え
た
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
。先
生
か
ら
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
駆
使
し
た
授
業
の
様
子
を

詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
等
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
義
務
教
育
学
校
に
移

行
す
る
際
苦
労
し
た
点
や
、
高
森
中
央

学
園
と
の
学
力
の
差
な
ど
に
つ
い
て

の
質
問
が
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
意
思
疎

通
が
普
段
よ
り
構
築
で
き
て
い
た
の

で
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
た
。顕
著
な

学
力
の
差
は
見
ら
れ
な
い
が
、
小
学
６

年
生
か
ら
中
学
１
年
生
時
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
移
行
が
利
点
の
一
つ
と
説
明

を
受
け
た
。

　

こ
れ
か
ら
高
森
中
央
小
学
校
・
高
森

中
学
校
の
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

の
検
討
が
始
ま
る
と
思
う
が
、
東
学
園

で
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
得
ら
れ

た
成
果
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
総
務

文
教
常
任
委
員
会
と
し
て
も
積
極
的

に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

☆
会
期
中
の
委
員
会
審
議

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
繰
越
明
許

費
に
係
る
繰
越
計
算
書
の
報
告
」「
河

原
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
整
備

計
画
」「
令
和
３
年
度
高
森
町
一
般
会

計
補
正
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
担
当
者

か
ら
詳
細
に
説
明
を
受
け
審
議
し
た
。

特
に
今
回
は
補
正
予
算
の
審
議
の
際
、

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
も
説
明

を
受
け
審
議
し
た
。よ
っ
て
付
託
さ
れ

た
議
案
す
べ
て
可
と
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
】

◎
繰
越
明
許
費
に
係
る
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

質

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
普
及
推
進

事
業
に
つ
い
て
、コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
町

内
で
は
ど
の
店
舗
が
対
象
と
な
る
の
か
。

答

現
在
、
収
納
業
務
代
行
業
者
の
選

定
中
で
あ
り
店
舗
の
決
定
は
さ
れ
て

い
な
い
が
、
公
募
条
件
と
し
て
町
内
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ロ
ー
ソ
ン
は
対

象
と
な
る
。

◎
令
和
３
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算

質

高
森
中
学
校
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
補

修
工
事
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺

う
。

答

宮
城
県
で
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
倒
壊
に

よ
り
児
童
の
死
亡
事
故
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
国
・
県
か
ら
の
調
査
指
示

に
よ
っ
て
学
校
施
設
の
安
全
確
認
を

し
た
結
果
、
安
全
確
保
が
必
要
で
あ
り

補
修
工
事
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

質

タ
ブ
レ
ッ
ト
図
書
館
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

答

昨
年
10
月
か
ら
児
童
生
徒
の
実
証

を
開
始
し
、
５
月
末
時
点
で
約
８
，
０

０
０
冊
の
閲
覧
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
般
図
書
の
み
な
ら
ず
、
水
俣
病
問
題

等
の
資
料
を
活
用
す
る
な
ど
学
習
面

で
も
役
立
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
様
々
な
報
告
の
際

に
は
、
必
ず
タ
ブ
レ
ッ
ト
図
書
館
と
オ

ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
事
例
を
示
し
て

い
る
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
る
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
推

進
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
各
方
面
か

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
図
書
館
に
関
す
る
質

問
や
意
見
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

高
森
中
央
小
学
校
が
、
全
国
新
聞
社

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
図
書
館
の
積
極
的
な
活

用
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

質

高
ス
ポ
の
バ
ス
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス

と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
現
状
に
つ

い
て
伺
う
。

答

町
所
有
の
バ
ス
が
故
障
し
、
緊
急

的
に
高
ス
ポ
の
バ
ス
を
使
用
し
て
い

る
。現
在
、
バ
ス
購
入
の
手
続
き
中
で

あ
り
早
く
配
備
し
た
い
。

総務文教常任委員会報告

高森中学校のバックネット

総務文教視察
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☆
閉
会
中
の
継
続
調
査

　

４
月
22
日
、
５
月
11
日
常
任
委
員
会

を
開
催
し
、
現
地
確
認
調
査
及
び
所
管

各
課
と
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。主
な
も

の
と
し
て
、
人
事
異
動
に
伴
う
課
長
以

下
職
員
の
紹
介
や
抱
負
、
事
業
報
告
を

受
け
た
。

　

現
地
調
査
は
町
道
大
戸
ノ
口
・
本
河

原
線
の
路
面
状
況
、
幅
員
、
景
観
の
確

認
を
行
っ
た
。交
通
量
の
増
大
や
大
型

車
両
の
通
行
等
に
よ
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
剥
が
れ
が
多
数
確
認
さ
れ
、
早
急

に
補
修
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
。ま
た
、
見
通
し
が
悪
い
区
間
も
あ

り
、
注
意
看
板
設
置
状
況
も
同
時
に
確

認
し
て
い
る
。補
修
に
つ
い
て
は
5
月

26
日
に
建
設
課
よ
り
具
体
的
な
方
針

の
説
明
を
受
け
、
注
意
看
板
に
つ
い
て

は
４
箇
所
に
設
置
済
み
で
あ
る
報
告

を
受
け
た
。

　

今
後
の
改
良
等
に
つ
い
て
は
、
地
元

議
員
が
責
任
を
持
っ
て
住
民
の
意
見

を
集
約
し
、
行
政
と
す
り
合
わ
せ
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

住
民
の
関
心
の
高
い
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
は
、
稼
働
初
日
に

視
察
を
し
て
受
け
入
れ
状
況
の
確
認

を
し
た
。当
日
接
種
が
で
き
な
い
人
が

発
生
し
、
ワ
ク
チ
ン
が
余
る
状
況
に
な

っ
た
場
合
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

接
種
を
し
て
い
く
こ
と
を
ル
ー
ル
と

し
決
め
て
い
る
と
説
明
を
受
け
た
。初

め
て
の
集
団
接
種
で
あ
り
、
接
種
者
が

不
安
を
感
じ
る
事
例
も
多
く
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
し
っ
か
り
し
た
ケ
ア

を
お
願
い
し
た
。

☆
会
期
中
の
委
員
会
審
議

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
繰
越
明
許

費
に
係
る
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ

い
て
」「
令
和
３
年
度
高
森
町
一
般
会

計
補
正
予
算
」、
令
和
３
年
度
各
特
別

会
計
補
正
予
算
３
件
に
つ
い
て
、
担
当

者
よ
り
説
明
を
受
け
審
議
し
た
結
果
、

す
べ
て
の
議
案
を
可
と
し
た
。

【
主
な
質
疑
事
項
】

◎
繰
越
明
許
費
に
係
る
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　

繰
越
明
許
費
に
計
上
さ
れ
て
い
る

事
業
内
容
に
つ
い
て
、
各
課
よ
り
事
業

内
容
の
聞
き
取
り
を
し
た
が
、
一
覧
表

な
ど
に
よ
り
説
明
を
受
け
間
違
い
な

く
本
年
度
中
に
完
了
す
る
と
の
報
告

を
受
け
た
。

◎
令
和
３
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

　

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
、
人
事
異

動
に
伴
う
給
与
の
補
正
で
あ
る
報
告

を
受
け
た
。

質

町
道
大
戸
ノ
口
・
本
河
原
線
道
路

舗
装
整
備
事
業
に
つ
い
て
。

答

本
事
業
が
、
緊
急
か
つ
早
急
に
対

処
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
現

地
調
査
で
確
認
し
た
が
、
財
源
は
全
額

を
起
債
で
賄
う
た
め
、
今
後
は
極
力
補

助
金
を
活
用
し
安
易
な
借
り
入
れ
を

し
な
い
よ
う
に
確
認
を
し
た
。

質

有
害
鳥
獣
駆
除
助
成
金
に
つ
い
て
。

答

本
年
度
よ
り
シ
カ
１
２
，
０
０
０

円
、
イ
ノ
シ
シ
１
２
，
０
０
０
円（
幼
獣

も
含
む
）、
サ
ル
３
０
，
０
０
０
円
へ
価

格
を
変
更
し
た
。幼
獣
を
断
つ
こ
と
で

生
息
数
の
変
化
を
注
意
深
く
見
た
い
。

質

ス
ー
パ
ー
中
山
間
地
域
創
生
事
業

に
つ
い
て
。

答

地
域
資
源
を
生
か
し
調
査
を
行
い
、

加
工
品
開
発
等
を
通
じ
地
域
の
活
性

化
を
図
り
、
３
年
か
ら
10
年
先
を
見
据

え
た
熊
本
県
が
採
択
し
た
事
業
で
、
野

尻
・
河
原
地
区
の
生
花
等
を
使
い
事
業

化
し
て
い
く
。

　

本
事
業
展
開
と
同
時
に
新
規
就
農

者
を
呼
び
込
む
た
め
に
、
学
生
に
興
味

を
持
た
せ
、
耕
作
地
を
準
備
し
当
地
で

生
産
量
の
拡
大
を
目
指
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
更
な
る
地
域
の
活
性
化
に
繋

が
る
の
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集団接種会場内

花を使った特産品

産業厚生常任委員会報告

大戸ノ口・本河原線現地調査
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　主に地方交付税が確定し、補正する必要が生じたため。

令和３年　第３回臨時会

令和２年度一般会計補正予算専決（第16号）

令和３年度一般会計補正予算（第２号）

1億6,499万5千円を追加

2,568万8千円を追加

（令和３年５月11日開会）

総額予算 75億7,084万3千円

総額予算 54億5,948万8千円

サイクルツーリズムによる南阿蘇鉄道沿線賑わいづくりプロジェクト事業

エンタメ企業と連携したサテライトオフィス利活用推進プロジェクト事業

　2023年の南阿蘇鉄道全線復旧に向け、マウンテンバイクの

コース造成やレンタサイクルの設置、イベント等を実施し、高

森町及び鉄道沿線地域の賑わいづくりを目指す。

　エンターテインメント業界と連携したまちづくりと地域の新

産業創出のため、「アーティストビレッジ阿蘇096区」内にあ

る既存のサテライトオフィスの利活用を推進することで、ウイ

ズコロナ時代にも対応した本町への新たな人の流れを創出する。

事業費 補助額 起債借入額 交付税措置 実質負担額

579万円 289万円 80万円 123万円 167万円

事業費 補助額 ふるさと応援基金 実質負担額

1,990万円 845万円 1,145万円 ０円

国・県補助活用事業

レンタル自転車

サテライトオフィス（阿蘇096区内）
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町民の声
　私は現在熊本大学の法学部で、高森のような人口減少と少子高齢化が進

む地域の課題、またその解決に向けた事例などを専門に勉強しています。

　進学するきっかけとなったのは、小中学校のころの環境にあったと思い

ます。私は小学校２年生の時に福岡から高森東小学校（現：高森東学園）

に転校し、当時は慣れなかった田舎の環境に反発することもありました。

しかし学校の先生や保護者の方々をはじめ、さらに草部の地域の方々が学

校や祭りなどの行事で、まるでわが子のように自分と接してくださり、高

森という地域がかけがえのないものになりました。

　中学時代ではＩＣＴの利活用として、タブレットやパソコン端末を取り入れた情報処理技術の醸

成や、中学生が高森の政策を考え提案する「高森子ども議会」など、子どもたちへの教育に町長を

はじめとして町が力を入れて取り組んでいただき、自分の身についたことが大学生の今になって実

感しています。進学した自分の先輩や後輩についても、最終的には高森で働きたいという声は多く

聞きます。故郷への「誇り」を持てた自分たちの世代が、ここまで育ててくれた地域の方々や町の

ために何ができるのか考え、これからも勉学に努めていきます。

　高森町に帰って９年になります。それまでは、仕事の関係で約30年熊本
市内に住んでいました。
　私は大学職員でした。39年に亘った仕事の一つに文部科学省への大学院
や学部・学科の設置認可申請の業務があります。大学の場合、設置認可の
許認可権は文部科学省にあります。私たちスタッフが作成した厚さ20㎝程
の申請書類を風呂敷に包み、私は事前相談や本申請で幾度も文部科学省に
足を運びました。
　申請にあたって私は学校教育法や同施行規則・大学設置基準など関係法
規を寝る間を惜しんで勉強しました。このときの経験が今でも大変役に立
っています。後年には、卒業予定者の教員免許状授与申請の仕事も担当し
ました。こちらは熊本県教育庁が所管ですが、これらの仕事を通して大学職員としての神髄を学ぶ
ことができ、私にとって貴重な経験となりました。
　現在、私は高森中学校において先生方の事務のお手伝いをしながら生徒の皆さんから元気を貰う
日々を過ごしています。
　さて、私が町政に望むことを２点述べます。
　一つは観光立町についてです。２年後の南阿蘇鉄道の復旧開通とコロナ後を見据えて、観光振興
の取り組みを望みます。例えば、通過型から脱却し滞在型の観光地に町を転換させることです。高森、
竹田、高千穂間の県境を越えての人の移動を踏まえ、宿泊客増に資する具体的な誘客策を検討すべ
きと考えます。
　二つ目は町教育委員会で編纂が進められている「新高森町史」についてです。前町史には、災害
史についての記述がほとんどみられませんでしたので、今回はぜひ掲載していただきたいというお
願いです。新町史の完成を私のみならず、町内の友人や遠く宮城県在住の親戚なども心待ちにして
います。

甲斐　信一さん
（草部・社倉）

二子石　勝範さん
（高森・昭和南）
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　高森東学園義務教育学校は平成29年４月

１日からスタートし今年で５年目を迎えます。

　当日は、佐藤教育長、榎田校長先生から設

立の経緯や学園の概要・現状を詳しく説明し

ていただきました。

　学園の児童生徒47名は、地域の方々に可

愛がっていただきながら健やかにのびのびと

学園生活を送っている現状を知ることができ

て、とても有意義な研修でした。

（総務文教常任委員会委員長　芹口 誓彰）

　小中一貫教育を行う、新たな学校の種類として制度化された学
校で小学校・中学校の区別がなく学年の呼び方は、１年生・２年
生・・・７年生・８年生・９年生となる。
　１〜６年生は義務教育学校「前期課程」７〜９年生は「後期課程」
と位置づけされている。

　ICT機器は、児童生徒が21世紀型スキルを身に付けていくため
に学力向上、たかもり型学習充実のための道具であり、目的に応
じたツールとして休校中のオンライン授業欠席児童生徒へのオン
ライン支援・授業以外でのオンラインを活用した取組みなど。

高森町議会総務文教常任委員会が
「高森東学園義務教育学校」を

視察訪問しました

　　コロナワクチン接種も

終盤になり、大人は少し安

心していますが若い世代や子どもは、不安な夏を

過ごしているのではないでしょうか。

　オリンピックも無観客で始まり、テレビでの観

戦ばかりでは盛り上がりに欠けているのでは。

　議員も研修・勉強会が少しずつ始まり皆さんへの、

報告・懇談を早く行うよう準備を進めているとこ

ろです。

　この様な状況下ではありますが、議会に対して

意見・感想など掲載する事は出来ます。ぜひ、ご

一報ください。 広報委員長　牛嶋津世志

議会広報特別委員会
編 集 後 記 佐伯　金也

牛嶋津世志

後藤　清治

津留　智幸

後藤　　巌

議 　 長

委 員 長

副委員長

委 　 員

委 員　

（発行責任者）

義務教育学校とは

ICT機器を活用した授業とは

５月28
日


